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育者にアンケート調査を実施した。調査票は、A 県社会福祉協議会の協力を得て 53票、A 県
B 市幼保運営課の協力を得て 17票、合計 70票を配布した。前者については 3つの研修会終了
後に調査票を配布し、郵送で回答を得た。後者については研修会終了後に調査票を配布し、そ





未満が 2人、10年～20年未満が 1人、20年以上が 2人であった。調査協力者が所属する養成
校は、専門学校 2校、短期大学 1校、大学 2校の計 5校で、いずれのインタビューにおいて
も、調査者 2～3名が調査協力者の勤務校へ赴き、半構造化インタビューを行った。調査時間








グループ 2018/2/13 1時間 21分
B 4 1
C 専門学校（I 県） 2.5 2 個人 2018/2/13 1時間 22分




グループ 2018/3/5 1時間 21分F 12 29
G 3 11
































































































































































































































































































































































いのある看護学生の臨地実習における支援」『第 46回（平成 27年度）日本看護学会論文集 看護
教育』147-150.
特別な配慮を必要とする保育実習生に対する指導上の困難に関する実感調査
― ２６ ―
